
平成１９年度ふっさボランティア・市民活動センター事業計画 

 
市民自らが地域の様々な課題の解決に取り組み、市民一人ひとりの可能性を伸ばし、生活の質

が高められていく市民社会の実現のため、ボランティア・ＮＰＯをはじめとする、様々な人々や

団体、企業、関係機関が連携・パートナーシップを結んでいける環境を整備するとともに、幅広

い市民の自発的な活動を推進していきます。 
 

1. ふっさボランティア・市民活動センターの運営 

運営委員会において事業計画、予算、評価ができるよう研修会、常任委員会、部会、プロジ

ェクト等を設置、開催し運営委員会の充実を図るとともに、事務局体制を効率的に組織し、

市民にわかりやすく、利用しやすいスペースを確保することで円滑なるセンター運営に努め

ます。 

① 運営委員会・常任委員会の充実 
② 常任委員会による中長期的なセンター運営の検討 
③ 部会・プロジェクトチームの充実 
④ センター自主財源確保プロジェクトチームの発足 
⑤ 事務局体制の充実 

⑥ センタースペースの充実 

 

2. 市民活動普及・支援事業 

市民誰もが、ボランティア・市民活動に参加できるよう、ホームページ、情報誌などによる

情報を広く提供するとともに、センターのコーディネート機能を確立し、各種記録等のデー

ターべース化に努め、相談体制の充実に努めます。また、企業、関係機関、団体等の動向を

調査・研究し各方面への提言、事業につなげ、さらにボランティア保険加入、助成事業を実

施し、団体の自立とさらなる活動の広がりをはかれるよう努めます。 

①相談・登録事業（相談体制の充実、各種データの作成、ボランティア保険） 

②情報の収集・発信事業（ホームページの運営、情報紙アクション！の発行、情報コーナ

ーの運営） 

③推進研修事業（コーディネーター養成講座・施設等ボランティア担当連絡会・総合学習

等教育関係機関との連携） 

④調査・研究事業（登録団体意識調査・提言） 

⑤助成事業 

 

3. ボランティア・市民活動推進事業 

ボランティア・市民活動に参加するきっかけづくりや、新たな課題に取り組み考える機会と

して、世代別、課題別の各種講座の開催、小地域・サロン活動の立ち上げ支援等に努めます。 

①世代別・課題別ボランティア活動推進事業（入門・専門・シニア・夏体験ボランティア・

市民活動講座） 

②小地域福祉活動推進事業  

③サロン活動推進事業  

④イベントを開催しボランティア・市民活動の活性化を図る 



4. 市民活動団体へのマネジメント支援事業 

各種団体が自立した運営ができるよう支援するとともに、ＮＰＯ法人設立等への支援及び法

人格取得後の資金づくり・人・ものといった活動を発展させていくうえで抱える課題に対す

る相談・研修・プログラム開発に努めます。 

①設立・マネジメント相談事業（設立相談・マネジメント相談） 

②マネジメント研修事業（ＮＰＯ法人入門・専門講座・マネジメント） 

③ＮＰＯパートナーズ推進事業（つなぐ事業） 

  

5. 災害時体制整備事業 

いつ起こるかわからない災害に対し、登録団体、市民などと防災トレーニング及び研修を行

うとともに、関係機関と調整し、有事の際のボランティア窓口としてのマニュアル作成等に

努めます。 

  ①小地域、民生・児童委員協議会、町会・自治会、ボランティア・ＮＰＯ等との災害時に

おけるリーダー研修 

  ②災害時体制整備プロジェクトによる被災者支援のための「災害ボランティアセンター」

体制の検討と社協内部での取り組みの確立 

  ③災害弱者、ボランティア・ＮＰＯ、企業、関係機関とのネットワーク 

  ④行政が行う防災訓練等への積極的な参加と協力体制の確立 

 

6. パートナーシップ推進事業 

各種団体との協働による講座等の推進と新たな課題への話し合いの場を提供していくととも

に、企業とのパートナーシップによる市民活動支援やＮＰＯ法人とのパートナーシップによ

る事業の推進に努めます。 

①各種講座の共催（音訳・手話・点字・その他） 

②地域でのネットワーク推進事業 

③企業とのパートナーシップ事業 

④ＮＰＯ法人等とのパートナーシップ事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


